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株式会社ホテイフーズコーポレーション 

 

     富士市と株式会社ホテイフーズコーポレーションが             

包括的な連携協定を締結へ 

～持続的な地域の発展・活性化を目指し、各種活動・取り組みを実施～ 

 

食品メーカーの株式会社ホテイフーズコーポレーション（本社：静岡市清水区、代表取締役社長：山本達也  以下

ホテイフーズ）は 2026年 11月 17日（火）に富士市と、地域社会の活性化 および市民サービスの向上を目的と

し、「地方創生の推進に向けた包括的な連携協定」を締結いたします。 

 

ホテイフーズは「味の心をおとどけする」をスローガンに、やきとり缶詰をはじめとする缶詰製品やレトルトパウチ食品、冷

凍やチルド食品等 幅広い食品の製造・販売を行っております。当社の主力商品である「やきとり缶詰」は発売から 56

年を迎え、地域の皆様をはじめとする多くの方々に長くご愛顧いただいております。また CSR 活動の一環として、地域

の清掃活動や、こども園・小中学校への缶詰贈呈など、地域社会に根差した活動を継続しております。 

この度の連携協定の締結を契機に、富士市とより緊密に連携をとりながらさらに地域の皆様と協力し、地域社会の

課題解決や持続的な発展に向けた取り組みを推進してまいります。 

 

 

 

 

協定の内容について 

それぞれが有する資源や特性を有効に活用し相互に連携・協働することで、地域課題の解決や持続的な地域の発展・

活性化を目指し、次の 8 つの分野を軸に包括的な連携協定を締結し、取り組んでまいります。 

 

（１） 安心できる暮らしを守るまちづくりに向けた取組に関すること 

（２） 次代を担うひとを育むまちづくりに向けた取組に関すること 

（３） 支え合い健やかに過ごせるまちづくりに向けた取組に関すること 

（４） 豊かな環境を保ち継承するまちづくりに向けた取組に関すること 

（５） 活力を創り高めるまちづくりに向けた取組に関すること 

（６） 魅力を活かし人と人を繋ぐまちづくりに向けた取組に関すること 

（７） 快適な暮らしを続けられるまちづくりに向けた取組に関すること 

（８） 前各号に掲げるもののほか、この協定の目的を達成するために必要な事項に関すること 

 

 

 

 

報道関係各位 

 



 

＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞ 

株式会社ホテイフーズコーポレーション広報担当：物江・村上・永田 TEL：054-385-3132 MAIL：yutaro_monoe@hoteifoods.co.jp 

締結式のご案内 

包括的な連携協定締結にあたり、下記のとおり締結式を実施いたします。 

 

【式典名】 地方創生の推進に向けた包括的な連携協定締結式 

【日時】    2026年11月17日（火） 9:15～9:45 

【場所】    富士市役所 8階 特別応接室  

【出席者】 富士市長    金指 祐樹 

                   株式会社ホテイフーズコーポレーション    代表取締役社長 山本 達也 

 

 

 

 

 

株式会社ホテイフーズコーポレーションについて 

21世紀の食品市場へ技術とノウハウで オリジナル製品をプロデュース 

私どもは昭和 8 年の創業以来、おかげさまで多くの人々のご愛顧に恵まれ、 缶詰業界において

微力ながらも食文化に貢献してまいりました。製品もやきとり缶詰をはじめレトルトパウチ食品、チルド

食品、冷凍食品、飲料と、時代の潮流とともにそのフィールドもまた拡げつつあります。 単なる缶詰製

造業にとどまることなく、味の心を追求し、今後、総合食品メーカーとして 時代にふさわしい新製品の

開発に取り組んでまいりたいと考えております。 食生活に新たな風をおくるホテイフーズに今後もご支

援のほど、よろしくお願い申し上げます。  

 

【会社概要】 

 
社名：株式会社ホテイフーズコーポレーション 

本社所在地：静岡市清水区蒲原 4-26-6 

代表取締役社長：山本達也 

事業内容：缶詰・レトルトパウチ食品の製造販売、ペットボトル飲料などの OEM生産 

創業：昭和 8年 4月 15日 

HP：https://www.hoteifoods.co.jp/  
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